
●1952年北海道生まれ。岩手大学工学部卒。1989年から大宮市議、さい
たま市議通算7期。市民とともに子ども医療費の無料化、ニューシャト
ル駅エレベーター･トイレの設置、踏切の拡幅、北部医療センターの建替
えと拡充に取り組む。
家族は妻と1女1男。

　今の市政は、行財政改革の名で福祉の切り捨てをすすめ、
さらに安倍政治の社会保障の改悪で、医療、介護のサービス
削減と負担増を押しつけています。負担増と福祉切り捨てに
きっぱり反対しているのは北区では、私だけです。
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参院選

神
田
よ
し
ゆ
き

消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ

富
裕
層
と
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
。

憲
法
9
条
改
悪
ノ
ー

原
発
再
稼
働
中
止

安
倍
政
治
に

さ
よ
な
ら
を

市
民
の
声
を

ま
っ
す
ぐ
市
政
へ
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あなたのお力を
お貸しください

日本共産党の前進、野党共闘の勝利で
自民・公明を少数派に追い込みます。

どの党、どの人があなたの思いにこたえるか

日本共産党が
のびれば、市民
と野党の共闘
がすすみます

神田よし
ゆき

＠Ｋanda_Ｙoshiyuki

市議会議員

安倍政権と対決し、市民の願いにこたえ
くらしと平和をまもるかけがえのない1議席北区に

●
国
保
税
･
水
道
料
金
の
引
き
下
げ

●
認
可
保
育
園
・
学
童
保
育
の
増
設

●
30
人
学
級
の
実
現
、

　
学
校
給
食
費
の
無
料
化

●
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減

国いいなりの“オール与党”市政から
くらしをまもる防 波 堤

●ニューシャトル駅にエレベーター、トイレの設置
　利用者の要望を受け、繰り返し署名運動と市との交渉に取り組み、エレ
ベーターを設置。今年から加茂宮駅からトイレの設置工事が始動。

●踏切の拡幅、安全対策が実現
　日本共産党は、JRに一貫して踏切の拡幅、安全対策を要求。長年の住民
運動が実り、川越線の上尾街道踏切、宇都宮線の中島踏切を皮切りに整備
が進みました。宮原駅南側3丁目踏切の2020年度着工を市が表明。

●病児保育の実現
　さいたま市内で病児保育を行っていないのは大宮区と北区だけ。市側に
繰り返し要望し実現しました。

●北部医療センターの開院
　北部医療センターは、政府の方針で廃止、売却が計画されましたが、患者
や病院職員の声に応え、日本共産党も市民と署名運動や、県・市に働きかけ
全市的な運動に。その結果、今年３月から新病院として開院しました。

●学校のエアコンも普通教室の設置につづき、
　来年度から特別教室にも。
●学校の危険なブロック塀の点検、改修も始まります。
神田市議は、「市民のくらしと命まもる命綱」＝無料生活相談
所を毎日開設。相談件数は1000件を超えています。

市民とともに取り組み、実現しました

くらしと平和まもる神田よしゆきさんに期待します
前
島
英
男
さ
ん（
労
働
組
合
役
員
・
宮
原
町
1
丁
目
）

　
労
働
組
合
と
労
働
者
に
と
っ
て
、
神
田
さ
ん
ほ
ど

有
り
難
い
存
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
や
市
民
の

要
求
・
要
望
を
さ
い
た
ま
市
に
提
出
す
る
と
き
、い
つ

も
神
田
さ
ん
に
、
市
政
の
状
況
や
評
価
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
実
に
的
確
な
分
析
を

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
市
政
に
精
通
し
て
い
る
方

は
い
ま
せ
ん
。
私
は
い
つ
も
、困
っ
た
時
は
、神
田
さ

ん
に
聞
け
、
と
言
っ
て
ま
す
。
さ
い
た
ま
市
議
会
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
議
員
さ
ん
が
神
田
さ
ん
で
す
。

高
橋
萌
里
さ
ん（
日
進
町
3
丁
目
）

「
子
育
て
に
応
援
を
！
」

　
さ
い
た
ま
市
が
子
育
て
世
帯
に
優
し
い
自
治
体
に

な
っ
て
ほ
し
い
…
私
の
切
実
な
願
い
で
す
。
働
く
マ

マ
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
は
自
分
と

家
族
の
未
来
に
関
わ
る
重
大
事
な
ん
で
す
。
当
た
り

前
に
保
育
園
を
利
用
で
き
る
環
境
を
望
み
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
保
育
の
質
も
大
事
。
保
育
に
携
わ
る
人
々
の

働
く
環
境
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。
神
田

さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

益
永
八
尋
さ
ん

（
年
金
者
組
合
・
さ
い
た
ま
北
支
部
支
部
長
・
植
竹
町

1
丁
目
）

　
神
田
さ
ん
は
、7
期
28
年
の
間
、市
民
の
生
活
と
権

利
を
守
る
た
め
の
議
員
活
動
を
市
民
と
と
も
に
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
と
と
も
に
議
会
政

治
を
行
う
と
い
う
民
主
主
義
の
思
想
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
神
田
さ

ん
は
、今
で
も
、初
当
選
し
た
と
き
の
初
心
を
持
っ
て

い
る
議
員
で
す
。
経
験
と
初
心
を
忘
れ
て
い
な
い
神

田
さ
ん
を
私
は
応
援
し
ま
す
。

大
沢
勝
さ
ん（
宮
原
町
4
丁
目
）

　
神
田
さ
ん
は
、
大
宮
市
議
時
代
を
含
め
７
期
28
年

間
、現
場
に
足
を
運
ん
で
じ
っ
く
り
と
話
し
を
聞
き
、

市
民
の
要
求
に
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
応
え
て
、
実

現
の
た
め
に
市
議
会
で
質
問
に
立
ち
、
市
政
を
動
か

し
て
数
々
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
私
達
さ
い
た

ま
市
民
の
切
実
な
要
求
・
思
い
に
寄
り
添
わ
な
い
今

の
さ
い
た
ま
市
政
に〝
喝
〟を
入
れ
る
貴
重
な
議
席
を

引
き
続
き
神
田
さ
ん（
日
本
共
産
党
さ
い
た
ま
市
議

団
幹
事
長
）に
担
っ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
！

中
里
尉
一
さ
ん

（
日
本
国
民
救
援
会
大
宮
支
部
長
・
日
進
町
2
丁
目
）

　
戦
前
か
ら
戦
争
反
対
、基
本
的
人
権
、自
由
の
た
め

に
命
を
か
け
て
闘
っ
て
き
た
日
本
共
産
党
。
今
、
安

倍
政
権
は
憲
法
を
改
悪
し
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を

企
ん
で
い
る
。
私
は
退
職
し
て
18
年
、
年
金
が
10
万

円
も
減
額
さ
れ
た
。
安
倍
政
権
は
社
会
保
障
を
削
減

す
る
一
方
、軍
事
費
を
大
幅
に
拡
大
、消
費
税
10
％
を

狙
っ
て
い
る
。
共
産
党
と
神
田
さ
ん
の
勝
利
で
、
国

民
に
窮
乏
を
強
い
る
自
公
政
治
を
退
陣
さ
せ
よ
う
。

望
月
美
世
子
さ
ん（
日
進
町
2
丁
目
）

　
お
母
さ
ん
方
か
ら
、
子
ど
も
が
病
気
に
か
か
っ
た

時
に
預
か
っ
て
い
た
だ
け
る
病
児
保
育
の
病
院
が
北

区
に
は
な
い
、
と
の
切
実
な
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
神
田
議
員
は
こ
の
声
を
取
り
上
げ
、こ
の
間
、若

い
お
母
さ
ん
た
ち
と
共
に
、
さ
い
た
ま
市
と
交
渉
し

て
き
ま
し
た
。
結
果
、
2
0
1
9
年
度
か
ら
奈
良
町

の
夢
眠
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
宮
北（
旧
う
い
ず
ク
リ
ニ
ッ

ク
）に
病
児
保
育
室
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
経
路
の
要
求
を
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

加
藤
ユ
リ
さ
ん

（
新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部　
会
長
・
今
羽
町
）

　
地
方
自
治
体
の
仕
事
は「
住
民
の
福
祉
を
守
る
こ

と
」と
法
律
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、さ
い
た

ま
市
は
、水
道
料
金
の
値
上
げ
、国
保
税
の
7
年
連
続

引
き
上
げ
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て

い
ま
す
。
神
田
さ
ん
は
、
ム
ダ
な
大
型
開
発
予
算
に

反
対
し
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
活
動
さ
れ
数
々
の

実
績
を
上
げ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
議
員
で
す
。
安

倍
政
権
の
憲
法
９
条
改
悪
、
消
費
税
増
税
な
ど
の
悪

政
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
共
産
党
の
議
席
を
北

区
か
ら
必
ず
と
思
い
ま
す
。

小
柴
真
由
美
さ
ん（
吉
野
町
2
丁
目
）

　
神
田
さ
ん
は
若
い
マ
マ
達
が
出
し
た
公
園
、道
路
、

踏
切
、
歩
道
橋
な
ど
を
安
全
な
も
の
に
し
て
欲
し
い

と
い
う
身
近
な
要
望
に
対
し
、
各
役
所
へ
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
り
、一
緒
に
行
っ
て
訴
え
て
下
さ
り
、実
現
し

た
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
北
区
に
病
児
保
育

室
が
で
き
た
の
も
嬉
し
い
で
す
。
市
議
会
で
も
保
育

園
、30
人
学
級
、給
食
費
の
補
助
、学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
な
ど
子
育
て
世
代
の
要
望
を
実
現
さ
せ
る
先
頭

に
立
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
神
田
さ
ん

は
北
区
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
議
員
さ
ん
で
す
。

利
根
川
隆
さ
ん

（
日
本
共
産
党
土
呂
後
援
会
会
長
・
植
竹
町
2
丁
目
）

　
2
月
11
日
に
土
呂
後
援
会
初
め
て
の
新
春
の
集
い

を
開
催
し
ま
し
た
。
80
人
余
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
神
田
さ
ん
へ
の
強

い
期
待
を
肌
で
感
じ
る
と
共
に
、
神
田
さ
ん
を
再
び

市
議
会
に
送
り
出
さ
ね
ば
、と
深
く
自
覚
し
ま
し
た
。

前
回
は
無
投
票
で
し
た
。
今
回
は
定
数
7
に
対
し
て

有
力
９
〜
10
人
が
立
候
補
す
る
そ
う
で
す
。
各
候
補

と
も
必
死
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

絶
対
に
負
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
倍
す

る
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
ら
し
と
平
和
ま
も
る

市議会での態度（請願・条例）
〇…賛成　×…反対

共産党 自民党 公明党 立憲民主党

消 費 税 増 税 中 止 を 求 め る（2019年2月 ） 〇 × × ×

水 道 料 金 の 引 き 下 げ（2018年12月） 〇 × × ×

市 長 ボ ー ナ ス の 引 き 上 げ（2018年12月） × 〇 〇 〇

介 護 保 険 料 の 値 上 げ （2018年2月 ） × 〇 〇 〇

障 害 者 医 療 費 支 給 の 削 減 （2018年9月 ） × 〇 〇 〇

市議選─さいたま市・北区から


